
全 員 協 議 会 

 

令和元年6月3日(月) 
  10時00分 ～ 時 分 

全 員 協 議 会 室 
 

〔議員〕 

川神議長、田畑副議長 

   三浦議員、沖田議員、西川議員、村武議員、川上議員、柳楽議員、串﨑議員、 

小川議員、野藤議員、上野議員、飛野議員、笹田議員、布施議員、岡本議員、 

芦谷議員、永見議員、佐々木議員、道下議員、西田議員、澁谷議員、 

西村議員、牛尾議員 

 

〔執行部〕 

市 長、副市長、金城自治区長、旭自治区長、弥栄自治区長、三隅自治区長、 

教育長、総務部長、地域政策部長、健康福祉部長、市民生活部長、産業経済部長、 

都市建設部長、金城支所長、旭支所長､弥栄支所長三隅支所長、教育部長、消防長、

上下水道部長、(広域行政組合事務局長)  

〔事務局〕 局長、次長、議事係長 

 

 

議 題 

１ 執行部報告事項 

(1) 新たな住民主体のまちづくりの方針について (地域政策部) 

(2) （仮称）山陰浜田港公設市場整備事業について (産業経済部) 

(3) 令和元年度日本遺産認定の発表及び認定証交付式について (産業経済部) 

(4) （仮称）浜田歴史資料館検討会の検討状況について (教育委員会) 

(5) その他  

 （配布物）  

 平成30年度 定期監査報告書 ※議員のみ配布  

 浜田市世界こども美術館創作活動館企画展『橋本弘安展－「本当

の色」岩絵具の探求 細かい砂からナノ粒子まで－』 

(教育委員会) 

 

 

 

２ その他 
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（仮称）山陰浜田港公設市場整備事業について 

 

１ 設置の背景 

本市では、老朽化する公設水産物仲買売場（以下「仲買売場」という。）の移転先と

してしまねお魚センターの土地建物を買い取り、衛生化された新たな施設に改修する

ことにより、仲買機能の強化と商業施設の併設による相乗効果を図り、これまで以上

に浜田で水揚げされた水産物の販売やＰＲを推進することができる賑わい創出の拠

点施設として、（仮称）山陰浜田港公設市場（以下「公設市場」という。）を設置する。 

 

２ （仮称）山陰浜田港公設市場の概要 

⑴ 施設の位置付け 

近年、水産業を取り巻く情勢は、水揚量の減少や魚価の低迷など、厳しい状況が

続いており、その課題解決に向け、様々な対策に総合的に取り組んでいる。 

とりわけ、水産都市浜田の象徴である「浜田漁港エリア」においては、衛生管理

に対応した新たな荷捌所や冷凍冷蔵庫の整備など活性化に向けた取組が進んでお

り、このエリアを核とした水産業の将来ビジョンを明確にし、進むべき方向性や取

組を示した計画（浜田漁港周辺エリア活性化計画）を令和元年度に策定することと

し検討を進めている。 

この計画において、多くの方が訪れる活気のあるエリアとするための柱として、

「賑わいのある集客施設の設置」による活性化が必要であるとしており、現有施設

を活用した「公設市場」をその拠点施設と位置付け、観光及び地域活性化の推進を

図ることとする。 

  

⑵ 施設概要 

  公設市場を、浜田市原井町 3050 番地 46（現しまねお魚センター施設用地）に、

鉄骨造 2 階建（以下「商業棟」という。）、木造平屋建（以下「仲買棟」という。）

（延床面積 2,236.79 ㎡：改修前）の現有施設を改修し、公の施設として設置する。 

 

⑶ 施設のコンセプト及び機能 

施設のコンセプトとして、この公設市場整備を通じ、本市水産業が目指す姿、そ

のために求められる施設の役割、機能と方向性、また、施設のゾーニングについて

は、別紙のとおりである。 

  なお、施設には、「商業棟」に水産物等販売施設、飲食物等提供施設（フードコー

ト）及び多目的利用施設（調理室、多目的スペース等）を、「仲買棟」に仲買売場施

設を整備する。 

 

 ⑷ 指定管理者による管理 

公設市場のより効果的・効率的な管理運営を図るため、指定管理者制度を導入し、

各事業の実施や施設の管理運営（利用許可の手続き、利用料金の徴収等）の業務を

指定管理者が行う。 

令 和 元 年 6 月 3 日 
議 会 全 員 協 議 会 資 料 
産業経済部水産振興課 
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⑸ 開館時間及び休館日 

開館時間は、午前 6 時から午後 9 時までの間において、各施設の実態に応じた時

間を定める。また、休館日は、施設運営を行いやすくするため指定管理者が定める

ものとする。 

  

⑹ 利用料金 

公設市場の各施設を利用する場合は有料とする。なお、利用料金は、公設市場の

設置条例に規定する額の範囲内において、指定管理者が市長の承認を得て定める。 

 

３ 指定管理者の募集要件 

⑴ 基本的事項 

 本施設は、仲買売場の移転先として改修整備する予定としており、仲買棟につい

ては現在仲買売場を使用している仲卸売人が優先的に利用することとする。 

 また、指定管理者においては、仲買棟を利用する仲卸売人（以下「仲買人」とい

う。）との仲買棟の施設管理及び利用に関する募集や調整等については、浜田魚商協

同組合（以下「魚商」という。）を通して行うこととする。なお、魚商が行う業務内

容及び費用を定め、指定管理者募集の際に提示することとし、その費用については

指定管理者が負担するものとする。 

 商業棟については、利用者の募集や調整等は指定管理者において行うものとする。 

  

⑵ 指定期間 

  令和 2 年 11 月 1 日から令和 6 年 3 月 31 日まで（3 年 5 か月間） 

 

⑶ 施設運営に関する考え方 

 指定管理者は、上記１並びに２の⑴～⑶に掲げる本施設の方針に基づき施設運営

を行うものとする。 

具体的には、次に掲げるものをはじめとして、方針に沿った一体感のある施設運

営となるよう検討し、その実現に向けて取り組むこととする。 

・商業棟テナントの募集・決定 

・指定管理者、仲買人及びテナントが行うイベントや事業 

・施設の設備整備や備品等の配置 など 

 

⑷ 事業収支に関する考え方 

ア 利用料金を指定管理者自らの収入として収受する「利用料金制」を採用する。 

（地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 244 条の 2 第 8 項の規定による） 

イ 指定管理者は、施設利用者が支払う利用料金をもって施設を運営するものと 

し、その収入が施設の管理運営経費を上回る想定であることから、原則、独立 

採算制による管理運営を考えており、市は施設の管理運営費用として指定管理 

料を支払わないこととする。 

ウ 指定管理者の営業利益の一部について、市への納入（以下「納付金」という。） 

の有無及び納入金額については、指定管理者の提案によるものとする。 
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エ 利用料金のほか、指定管理者は、公設市場の管理運営業務の範囲で、施設の

空きスペース等を活用した物販等事業収入や広告事業収入など、利用者サービ

スの向上などにつながる事業及び収入（以下「自主事業」という。）を提案する

ことができるものとする。 

 

⑸ オープンまでに行う指定管理者の業務 

指定管理者の指定後、指定期間開始までの間（以下「準備期間」という。）におい

て、オープンに向けて次のとおり指定管理者が準備を行うものとする。 

準備期間に係る費用については、指定管理者が負担するものとする。ただし、施

設の開設当初のみ、施設内装工事に係る費用については、市が予算の範囲内におい

て支援するものとする。なお、指定管理者が変更となる場合は、新たな指定管理者

が施設の内装を変更したい場合は、指定管理者が費用のすべてを負担し行うものと

する。 

また、準備期間は限られた期間であるため、テナントの募集や施設の内装工事等

について、指定管理者の指定後スムーズに行えるよう、あらかじめ検討、調整の上

応募してもらうよう募集する予定である。 

ア 商業棟テナントの募集及び審査、決定 

イ ホームページ開設等の販売促進 

ウ 施設内装工事、備品等の購入 

エ その他オープンに向けて必要な準備事項 

 

４ 施設設置に向けた主なスケジュール（予定） 

 主な業務 施設整備 

令
和
元
年 

5 月 
浜田漁港周辺エリア活性化検討委員会からの意見集約  

しまねお魚センター閉店  

6 月 
［議案上程］財産取得（しまねお魚センター買取）、 

条例案（公設市場設置条例）、補正予算（設計委託料） 
 

設計業務 
 

仮契約 
本契約 
工事着手 

9 月 ［議案上程］補正予算（改修工事費等） 

12 月 ［議案上程］工事請負契約の締結 

 指定管理者募集（R1.12 月～R2.1 月：2か月間） 

令
和
２
年 

6 月 
［議案上程］指定管理者の指定  

 指定管理者の指定、協定書締結  

7 月 指定管理準備期間（約 4 か月間）※指定日～オープン  

9 月 テナント入居、仲買移転（約 2 か月間）  

11 月 
オ ー プ ン （ 予 定 ） 

指定管理者管理運営開始（～R6.3 月）3年 5か月間 
 



◆施設コンセプト及び機能

【基本方針】
浜田市民に親しまれ、観光客にも訪れていただける賑わい施設

～「魚」を通じた元気な浜田づくり～

［施設コンセプト］
（魚）高度な品質・衛生管理ができ、新鮮な魚介類を安く購入できる施設。
（買）魚・野菜・特産品など幅広い商品の買い物ができる施設。
（食）新鮮な魚を安く美味しく食べられ、様々なグルメの選択肢がある施設。
（楽）セリ市やお魚料理教室など、体験やイベントなどで楽しめる施設。
（知）水産・観光・食などに関する様々な情報を得ることができる施設。
（快）憩いの場として、快適に過ごすことができる施設。

(仮称)山陰浜田港公設市場

水産物等販売エリア
鮮魚、加工品など

浜田の魚を買ってもらう

飲食物等提供エリア
鮮魚を中心とした

浜田の魚を食べてもらう

仲買売場エリア
高品質で多品種の

浜田の魚を買ってもらう

多目的利用エリア
イベントや体験、情報発信を通じて

浜田の魚を知ってもらう

市民・観光客

高度衛生管
理型荷捌所

加工施設

関連施設

高鮮度な
鮮魚・活魚

目指す姿

山陰浜田港産の魚を、「買って」、「食べて」、「知って」もらおう！

・浜田漁港周辺
エリアの活性化

・浜田港産水産物
の消費拡大及び
認知度向上

・交流人口拡大に
よる水産業・観
光振興の強化

・浜田漁港をはじ
め市全体への経
済波及効果

元気な浜田
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◆施設ゾーニング

1階 2階

商業棟 仲買棟 商業棟

水産物等販売施設 物販エリア - -

飲食物提供施設 - -
飲食店
フードコート

仲買売場施設 - 仲買売場 -

多目的利用施設
多目的ｽﾍﾟｰｽ、情報
発信ｺｰﾅｰ、調理室 - -

管理エリア
事務室、機械室
電気室、倉庫 -

トイレ
休憩室、更衣室

共用エリア トイレ、通路、階段 トイレ、通路 トイレ、通路、階段

商業棟

仲買棟

男女・多目的トイレ

機械室、電気室

階段、倉庫

水産物等販売施設（物販エリア）
多目的スペース
情報発信コーナー

調理室
事務室

エレベーター

エントランス
エントランス

仲買売場施設

仲買売場施設 仲買売場施設

仲買売場施設

男女トイレ

■水産物等販売施設 ※1

【物販エリア】
・水産関連商品を中心に、農産物や
工芸品など、浜田の特色ある産品を
広く提供するエリア。

■多目的利用施設 ※1

【多目的スペース・情報発信コーナー】
・セリ体験や魚の解体ショー、石見神楽
などの体験型多目的スペース、また、
浜田漁港や食・観光などを紹介する情
報発信コーナーを配置するエリア。

■仲買売場施設

・現在の仲買売場の移
転先。

・高度な衛生管理に対
応した、効率的で機
能性の高い卸売施
設として整備。

・従来の仲買業務を基
本に、新鮮な魚介類
（鮮魚）を安く購入で
きる小売りにも対応。

・入居区画が不足して
いるため、増設棟の
整備を予定。

1F

買

※1…このエリアの配置については、
指定管理者の提案により決定する。

魚 楽 知

魚

【調理室】
・魚の料理教室や魚を捌く実演
ができるなど、魚食普及事業
を行うための調理室を配置。

■管理エリア ※1

【事務室】 ・指定管理者の事務スペース。

2



◆施設ゾーニング 2F

商業棟

仲買棟

エレベーター

■飲食物等提供施設

【フードコート/飲食店】
・鮮魚を中心とした多様なメニューを揃える飲食店によるフードコートを配置。新鮮な魚
を安く食べられ、景観も楽しめる憩いのスペースとして、来場者を楽しませる。

【屋外テラス席】
・店内で購入した水産物を炭火焼きなど自分で調理して食べることができるスペース。

■管理エリア

・エレベーターの配置や
wi-fi環境の整備など、
利用者の利便性の向
上を図る。

【更衣室・休憩室等】
・飲食店用のバックヤー
ドとして、更衣室・休憩
室、トイレ等を配置。

更衣室・休憩室職員トイレ

飲食店

飲食店

飲食店

屋外テラス席

快

食 楽 快

※仲買棟の2階はありません。

フ
ー
ド
コ
ー
ト

1階 2階

商業棟 仲買棟 商業棟

水産物等販売施設 物販エリア - -

飲食物提供施設 - -
飲食店
フードコート

仲買売場施設 - 仲買売場 -

多目的利用施設
多目的ｽﾍﾟｰｽ、情報
発信ｺｰﾅｰ、調理室 - -

管理エリア
事務室、機械室
電気室、倉庫 -

トイレ
休憩室、更衣室

共用エリア トイレ、通路、階段 トイレ、通路 トイレ、通路、階段

男女トイレ
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 5月20日（月）に令和元年度における日本遺産認定について、浜田市が中心となって石見9

市町と連名で申請しました「神々や鬼たちが躍動する神話の世界～石見地域で伝承される神

楽～」が認定されました。 

同日、午前11時から東京国立博物館にて日本遺産認定証交付式が行われ、久保田市長が9

市町を代表し、認定証の交付を受けました。 

 この認定を契機に、今まで以上に多くの観光客の皆さまに当市にお越しいただけるよう島

根県や石見地域の自治体との広域連携により、受入体制の整備や認知度向上等の取り組みを

進めてまいります。 

なお、令和元年度における日本遺産認定申請は、全国から72件の申請があり、「日本遺産

認定審査会」の審査を経て、16件が認定されました。 
 
■中国5県の認定状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■認定された日本遺産の概要  

⑴ ストーリーのタイプ 

   「シリアル型（ネットワーク型）」･･･複数の市町村にまたがってストーリーが展開し、構成

文化財はシリアル型を形成する各市町村に所在する。 

⑵ 申請自治体 

浜田市、益田市、大田市、江津市、川本町、美郷町、邑南町、津和野町、吉賀町 

⑶ ストーリーのタイトル・概要 

神々や鬼たちが躍動する神話の世界 ～石見地域で伝承される神楽～ 

島根県西部、石見地域一円に根付く神楽は、地域の伝統芸能でありながらも、時代の変化を

受容し発展を続けてきた。その厳かさと華やかさは、人の心を惹きつけて離さない。神へささ

げる神楽を大切にしながら、現在は地域のイベントや商業施設などでも年間を通じて盛んに舞

われ、週末になればどこからか神楽囃子が聞こえてくる。老若男女、観る者を魅了する石見地

域の神楽。それは古来より地域とともに歩み発展してきた、石見人が世界に誇る宝なのだ。 
 
⑷ 構成文化財  52件（下表は浜田市関連のみ） 

石見神楽(未) 神楽木彫面(市) 石見神楽面(未) 長浜人形(未) 石州半紙(国) 

石州和紙(未) 井野神楽(県) 有福神楽(県) 
紙本墨書神楽台
本(市) 

紙本墨書藤井宗
雄著書(市) 

石見神楽蛇胴
(未) 

石見神楽衣裳
(未) 

お初の碑(未) 鏡山(未) 角寿司(未) 
 

令和元年度日本遺産認定の発表及び認定証交付式について 

 

 

⑴ 鳥取県（◎鳥取市，岩美町、若桜町、智頭

町、八頭町）・兵庫県（香美町、新温泉町） 

『日本海の風が生んだ絶景と秘境－幸せを呼よ

ぶ霊獣・麒麟が舞う大地「因幡・但馬」』 

 

⑵ 岡山県（◎笠岡市）・香川県（丸亀市、土庄

町、小豆島町） 

『知ってる!? 悠久の時が流れる石の島～海を越

え、日本の礎を築いたせとうち備讃諸島～』 

【写真：認定証交付式（東京国立博物館）】 

令 和 元 年 6 月 3 日 

議 会 全 員 協 議 会 資 料 

産 業 経 済 部 観 光 交 流 課 

※（国）国指定文化財 （県）県指定文化財 （市）市指定文化財 （未）文化財未指定 



                                                           

 

 
 

 

1 設置目的 （仮称）浜田歴史資料館に関し、整備の方向性、整備するとした場合 

の場所、建設費、運営費等について、広く市民の意見を聴く。 

2 検討会委員 識見者・各種団体からの推薦者 22名（ 名簿は裏面のとおり） 

3 開催状況 

(1)第１回   

ア 日時 平成 31年 4月 17日（水）18時 30分～20時 00分 

イ 会場 浜田公民館 第 1・2研修室 

ウ 内容 経過説明と現状、検討事項と今後のスケジュール  (別添第 1回資料参照) 

エ 委員からの意見(主なもの) 

・「ハコモノ」を建てるということに、気持ちが先行している。郷土資料をきちんと

保存、管理できるところを作ってほしい。 

・建物を新たに建てる話を進めるなら、検討会では、その整備目的として、大切な資

料の保存をきちんとする必要があるため、という議論を深め、市民の理解を得るこ

とが必要ではないか。 

・今回検討会出席の委員に対し、今までの検討会での検討内容と、今回の検討会での

検討内容について、何が違うのかという説明が必要。 

・自治区の意見を聞くことも大切である。地元の郷土資料が地元から無くなってしま

うと反発する意見が出ている。 

・なぜ歴史資料館を作らなければならないか、という目的の設定と、KPI(重要目標達

成指標)の設定が必要になる。具体的な歴史資料館整備案を市から提案いただき、

次回の検討会では、この仕様のものを整備するためにはこのくらいの予算がかかる、

という共通認識を検討会委員全員で持つ必要がある。 

 

 

(2)第 2回   

ア 日時 令和元年 5月 21日（火）18時 30分～20時 00分 

イ 会場 浜田市役所 本庁 4階講堂ＡＢＣ 

ウ 内容 平成 28 年度整備計画に対する意見を踏まえた見直し案の説明、中期財政計

画、公共施設再配置の取組について           (別添第 2回資料参照) 

                              

4 今後のスケジュール（予定） 

6 月 第 3 回検討会 

・現地視察 ・資料館整備案検討 

7 月 第 4 回検討会 

・資料館整備案とりまとめ 

9 月 議会に検討会での検討結果を報告 

(仮称)浜田歴史資料館検討会の検討状況について 

令 和 元 年 6 月 3 日 

議会全員協議会資料 

教育委員会 文化振興課 

  



 

※（仮称）浜田歴史資料館検討会 委員名簿 

※浜田市文化協会からの委員：第 1回 開催時は山崎晃前会長 

№  所属 職名 氏名 選出区分 

1 島根県立大学 准教授 西藤 真一 識見者 

2 島根県立大学 准教授 豊田 知世 識見者 

3 浜田市文化協会 会 長 田中耕太郎 団体推薦 

4 石見郷土研究懇話会 会 長 岩町   功 団体推薦 

5 浜田市浜田郷土資料館友の会 会 長 西川 正毅 団体推薦 

6 浜田市社会教育委員の会 会 長 冨金原 完 団体推薦 

7 浜田市教育研究会社会科部会 部 長 樋野 淳巳 団体推薦 

8 浜田市 PTA連合会 会 長 佐々木洋平 団体推薦 

9 浜田市 PTA連合会母親委員会 委員長 坂井志穂美 団体推薦 

10 浜田商工会議所 副会頭 福濱 秀利 団体推薦 

11 石央商工会 会 長 槇岡 正明 団体推薦 

12 浜田商工会議所青年部 会 長 金田 康平 団体推薦 

13 石央商工会青年部 部 長 久保田 総 団体推薦 

14 浜田市観光協会 代表理事 岩谷百合雄 団体推薦 

15 浜田青年会議所 副理事長 森脇  翼 団体推薦 

16 浜田女性ネットワーク 会 員 鎌原ヤシヱ 団体推薦 

17 浜田市高齢者クラブ連合会 会 長 新田 勝己 団体推薦 

18 浜田自治区地域協議会 会 長 村井栄美子 団体推薦 

19 金城自治区地域協議会 委 員 岡本 朋博 団体推薦 

20 旭自治区地域協議会 委 員 岩田 直久 団体推薦 

21 弥栄自治区地域協議会 副会長 岡本  薫 団体推薦 

22 三隅自治区地域協議会 委 員 大山 祐司 団体推薦 



(仮称)浜田歴史資料館検討会設置要綱 

 

（目的及び設置） 

第 1 条 (仮称)浜田歴史資料館(以下「歴史資料館」という。)整備に係る基

本方針の検討に関し、整備の方向性、整備するとした場合の場所、建設費、

運営費等について、広く関係者の意見を聴くため、(仮称)浜田歴史資料館

検討会（以下「検討会」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第 2 条 検討会の所掌事務は、次に掲げる事項を検討する。 

（1） 歴史資料館の整備に関すること。 

（2） その他市長が必要と認める事項 

（構成等） 

第 3 条 検討会は、24 人以内の委員で構成する。 

2  委員は、次に掲げる者の内から市長が委嘱する。 

（1） 識見者 

（2） 各種団体から推薦された者 

（3） その他市長が特に必要と認める者 

（任期） 

第 4 条 委員の任期は、歴史資料館整備に係る基本方針の検討に要する間と

する。 

（会長及び副会長） 

第 5 条 検討会に会長及び副会長 1 人を置き、委員の互選によりこれを定め

る。 

2  副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたと

きは、その職務を代理する。 

（会議） 

第 6 条 検討会の会議は、市長が招集し、会長がその議長となる。 

2  検討会の会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。  

3  会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させて

意見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

（報償費及び実費弁償） 

第 7 条 委員が検討会の会議に出席した場合は、当該委員に対し報償費及び

実費弁償を支給する。この場合において、報償費及びその支給方法にあっ

ては浜田市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条



例（平成 20 年浜田市条例第 37 号）別表この表に掲げる者を除く専門委員

又は附属機関の委員の欄並びに第 3 条及び第 4 条第 1 項の規定、実費弁償

にあっては同条例第 5 条の規定の例による。 

（庶務） 

第 8 条 検討会の庶務は、教育部 文化振興課において処理する。 

（その他） 

第 9 条 この要綱に定めるもののほか、検討会に関し必要な事項は、市長が

別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成 31 年 4 月 17 日から施行する。 
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1 経緯 

(1) 「博物館」構想 

平成 12 年から「博物館」構想に関する検討事案があったが、財政上の問

題等から実施できず、長年の懸案であった。 

平成 12 年  (仮称)浜田総合博物館基本構想 

平成 14 年  (仮称)浜田総合博物館基本計画 

平成 21 年  中央図書館整備との併設検討 

(2) 既存資料館の現状 

各自治区に点在する資料館は老朽化が進んでいる。 

施設名 延床面積 建築年 
築年数 

(平成 31 年現在) 
管理方法 

浜田郷土資料館 480 ㎡ 昭和 35 年 60 年 指定管理 

金城民俗資料館 

金城歴史民俗資料館 

269 ㎡ 

175 ㎡ 

昭和 48 年 

昭和 48 年土蔵改装 

47 年 指定管理 

旭歴史民俗資料館 388 ㎡ 昭和 56 年 39 年 直営 

弥栄郷土資料展示室 174 ㎡ 昭和 14 年築を改装 

平成 17 年現在地開設 

15 年 直営 

三隅歴史民俗資料館 406 ㎡ 昭和 54 年 41 年 直営 
 
(3) 浜田城周辺整備検討会 

開府 400 年事業の一環として、平成 27 年 11 月から検討を開始し、平成

29 年 3 月までに全 10 回を開催した。 (仮称)浜田歴史資料館整備基本方針

(案)の取りまとめに際し、次のとおり検討会としての意見をまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 (仮称)浜田歴史資料館整備基本方針(案)【平成 28 年度提案】について 

(1) 目的 

「歴史文化の保存と継承」、「ふるさと郷育」、「市民や観光客の交流」の拠

点として、とりわけ、子どもたちの郷土愛を育む教育的施設として活用する。

また、点在する市内の歴史文化資源への案内機能を担う。 

検討会としては、資料館整備を進めたいという総意を持った。資料館整備

後は、市民への説明責任を果たすため、その効果の検証を行う必要がある。

その点で、財政的負担をできる限り抑制しなければならない。 

このプロジェクトが市民に受け入れられるために、教育委員会、学校とし

っかりと連携してほしい。子どもたちがメインで活用する教育施設であり、

収益施設ではないので、そのことに関して、その重みを市でしっかりと考え

なければならない。 

(仮称)浜田歴史資料館整備事業 
経過説明と検討事項 

 

第 1 回資料 
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(2) 機能 
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(3) 概要 

ア 設置場所 浜田城周辺(御便殿付近) 

イ 施設概要・展示内容 

施設名 延床面積 構造 展示内容 

本館 

(新設) 

1,445 ㎡ 鉄筋コンクリート 

2 階建 

浜田の歴史(全般)、浜田城、郷土の偉

人、企画展示、映像シアターほか 

別館 

(御便殿) 

539 ㎡ 木造平屋建 石見神楽、産業文化、御便殿ほか 

合計 1,984 ㎡   
 

(4) 整備費 

整備費 1,128 百万円 財源 1,128 百万円 

 内訳  内訳 

 本館（新設） 730 百万円  ふるさと寄附 848 百万円 

別館（御便殿） 140 百万円 過疎債 280 百万円 

共通（調査設計、展示ソフトなど） 

258 百万円 
 

(5) 運営費(年間見込額) 

支出(46.0 百万円)―収入(2.7 百万円) ＝ 43.3 百万円 Ⓐ 

既設資料館及び御便殿の統廃合効果額 10.7 百万円 Ⓑ 

実質増額 32.6 百万円 Ⓐ-Ⓑ 
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3 (仮称)浜田歴史資料館整備基本方針(案)に対する意見について 

(1) 事業説明会・意見聴取 

ア 浜田市議会 

事業説明会、意見交換会を 5 回開催 

 (平成 27 年 1 月、12 月、平成 28 年 9 月、11 月、1 月) 

イ 地域協議会 

各自治区地域協議会、地域協議会正副会長連絡会議、地域協議会合同

会議において事業説明・意見聴取を 4 回実施 

 (平成 27 年 1 月～3 月、平成 28 年 10 月、平成 29 年 1 月、2 月) 

ウ 浜田市内小中学校 

市内小中学校に対し、資料館整備に関するアンケートを 2 回実施 

 (平成 27 年 1 月、平成 28 年 11 月) 

エ (仮称)浜田歴史資料館整備事業説明会 

市民を対象とした事業説明会を 3 回開催(浜田会場、東部会場、西部

会場)  

(平成 29 年 2 月) 

オ パブリックコメント 

(仮称)浜田歴史資料館整備基本方針 (案)に対するパブリックコメン

トを実施(307 件(123 人)の意見提出) 

 (平成 29 年 1 月～3 月) 

(2) 市民の意見 

ア 主な賛成意見 

・ ふるさと郷育のために必要な施設である。 

・ 貴重な資料の収集、保存・継承は、市民の責務である。  

・ 郷土歴史家の育成拠点としてほしい。 

・ 学問・文化レベルの維持のためには必要である。 

・ 市内に点在する地域資源へとつながる軸となってほしい。 

イ 主な反対意見 

・ ハコモノを整備する時代でない。負の遺産となる。⇒公共施設再配

置の問題 

・ 事業費が高額である。⇒事業費の問題 

・ 他に優先すべき事業がある。ふるさと寄附は福祉事業等に活用して

ほしい。⇒優先順位、財源の問題  

・ 高額な維持管理費が市民の負担となる。⇒維持管理費の問題 
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・ 津波・浸水の恐れがある。⇒立地に係る安全性の問題 

・ 各自治区資料館保管の郷土資料は 1 か所に集約すべきではない。⇒

地元郷土資料分散の問題 

ウ 提案その他の意見 

・ 既存施設(こども美術館など)を活用すべき。⇒既存施設活用の問題 

・ バーチャルの活用 

・ 浜田市全体の都市計画・施設配置計画が必要である。⇒ゾーニング

の問題 

(3) 浜田市議会における予算案の取下げ 

議会、事業説明会、パブリックコメント等において、賛成のご意見を頂

いた一方、整備の必要性はあるものの財政的な負担や他事業の優先順位等

の懸念により反対や慎重な意見を多く頂いたことから、多くの人から賛同

が得られる整備案を再検討するため、平成 29 年 3 月議会定例会に上程し

た資料館整備に関する平成 29 年度一般会計当初予算案の取下げを行った。 

 

4 浜田市公共施設再配置方針との関係 

 既存資料館における再配置方針 

浜田市公共施設再配置方針では重複施設の解消の観点から、既存資料館

を統廃合する方針としている。 

これを踏まえて、教育委員会は浜田市資料館運営協議会及び文化財審議

会に対し既存資料館等の統廃合の在り方について諮問し、平成 28 年 7 月

28 日に次のとおり答申を受けた。 
 

 

  

 

 

 

 

 
 

※ 上記①は、金城以外の 4 施設を 1 施設に統廃合し、②は金城の 2 施設

を 1 施設に統廃合するもので、この検討会では、①に関する資料館整備

の検討を行う。 

 

施設の老朽化や維持管理、体制をはじめ、今後の建替えや大規模改修に対

し、現状の在り方では維持できない状況にあり、統廃合は止むを得ないもの

と考えられることから、既存の 6 施設を次のとおり 2 施設に統廃合する。 

① 浜田市浜田郷土資料館、浜田市旭歴史民俗資料館、浜田市三隅歴史民俗

資料館及び浜田市弥栄郷土資料展示室を 1 施設に統廃合する。 

② 浜田市金城民俗資料館と浜田市金城歴史民俗資料館を 1 施設に統廃合

する。 
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5 支所における展示計画 

各資料館の地元郷土資料をより多くの人が観覧できる機会を提供する

ため、支所の空きスペースを活用し、収蔵資料の一部を展示する。 

ア 平成 31 年度 

支所名 展示場所・延床面積 展示資料 

三隅 1 階 右側フロア 

現 産業建設課 約 54 ㎡ 

･漁具などの民具 

弥栄 弥栄会館 ･考古資料(土器・陶磁器) 

･山村生活の民具 

イ 平成 32 年度 

支所名 展示場所・延床面積 展示資料 

金城 1 階 左側フロア 

現 市民福祉課 21.3 ㎡ 

･岡本甚左衛門関係古文書 

･山村生活の民具 

旭 2 階 左側 

元ミーティングルーム 30 ㎡ 

･考古資料 (土器・瓦・土師器・

陶磁器) 

･古文書(本陣立札・村誌類) 

･産業(鉄滓・石見焼・瓦) 

･偉人(佐々田懋 服部之聡 

湯浅啓温 野田管麿) 

 

6 今後の資料館整備に係る検討事項とスケジュール 

(1) 資料館整備に係る検討会での検討事項 

整備の方向性、整備するとした場合の場所、建設費、運営費等など 

(2) 今後のスケジュール(予定) 

平成 31 年 

4 月 

第 1 回検討会 

・経過説明と検討事項の提示 

5 月 第 2 回検討会 

・浜田市財政状況及び公共施設再配置計画説明 

・資料館整備案の説明、検討 

6 月 第 3 回検討会 

・現地視察 

・資料館整備案検討 

7 月 第 4 回検討会 

・資料館整備案とりまとめ 

8 月  

9 月 議会に検討会での検討結果を報告 
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(仮称)浜田歴史資料館の整備案について 

 

1 平成 28年度(仮称)浜田歴史資料館整備計画とそれに対する意見 

 

(1) 当初計画の概要 

施設名 延床面積 構造 展示内容 

本館 

(新設) 

1,445㎡ 鉄筋コンクリート造

2階建 

浜田の歴史(全般)、浜田城、郷土の偉人、

企画展示、映像シアターほか 

別館(御便殿) 539㎡ 木造平屋建 石見神楽、産業文化、御便殿ほか 

合計 1,984㎡   
 
(2) 当初計画の整備費及び運営費 

整備費 1,128百万円 運営費（年間見込額） 43.3百万円 

 内訳  内訳 

本館（新設） 818百万円 支出(46.0 百万円)―

収入(2.7百万円)  Ⓐ 

43.3百万円 

別館（御便殿） 150百万円 既存資料館及び御便殿

の統廃合効果 Ⓑ 

10.7百万円 

展示関係 160百万円 実質増額 Ⓐ-Ⓑ 32.6百万円 
 

 

 

 

 

 

 

 

西側（浜田川方向）からのイメージ   東側（商工会議所方向）からのイメージ 

＜新設建物（左）と御便殿（右）＞    ＜御便殿（左）と新設建物（右）＞ 

 

(3) 当初計画に対する意見 

(仮称)浜田歴史資料館の整備計画に寄せられた意見には、賛成意見がある一方で、

次のような反対意見や慎重な意見、提案を頂いた。 

・事業費が高額であること(11億 2,800万円) 

・維持管理費が高額であること(年間の実質増額 3,300万円) 

・優先する事業があるのではないか 

・建物整備をする時代ではないこと 

・立地に係る安全性(津波、浸水の不安)に懸念があること 

・既存施設の活用を検討すべき(図書館、美術館の利用) 

第２回資料 
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2 見直し案 

平成 28 年度整備計画に対する意見を踏まえて、整備の方向性、整備するとした  

場合の場所、建設費、運営費などを中心に以下 3つの案について提案する。 

 

          単位：㎡                     単位：㎡ 

区分 当初 

 

 

Ａ案 

(面積縮小) 
Ｂ案 Ｃ案 

位置等 

城山公園内

御便殿周辺

に整備 

城山公園内 

御便殿周辺 

に整備 

中央図書館 

隣接地に整備 

こども美術館

を一部改修し 

建物海側に 

増設 

全体面積 1,445 1,320 1,640 520 

内 

訳 

 

展示室 420 420 420 420 

収蔵庫 300 300 300 

0 

(既存施設の 
改修により 
対応) 

事務室 100 30 30 0 

玄関関係 130 80 300 0 

トイレ 50 50 50 0 

その他 445 440 540 100 

御便殿 539 浜田城資料館として改修中のため省略 

各案の詳細は次ページ以降 
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3 3案 (Ａ～Ｃ案)の詳細について 

Ａ案：城山公園内(御便殿周辺)に整備 

※御便殿：浜田城資料館として改修 

Ａ案(城山公園内) 

資料館新設: 1,320㎡(うち展示 420㎡) 

 

                                

 
全 体 

面積 (単位：㎡) 
概  要 

1,320 

用 

途 

展示室 420 常設展示室、企画展示室 

収蔵庫 300 収蔵庫（古文書・歴史）、特別収蔵庫 

事務室 30 職員 7人 

玄関等 80 玄関、エントランス 

トイレ 50 男性、女性、多目的 

その他 440 機械室、荷解室、廊下、階段、渡り廊下 

この案の特徴 

・浜田城資料館との一体的活用を図ることができる。 

・城山公園内であることから、自然や歴史的環境に恵まれている。 
 

※ 御便殿付近の津波による最大の浸水の深さは 30cm 未満(出典:浜田

市津波ハザードマップ)であることから、展示物への影響はないもの

と思われる。 

御便殿 

1階 

650㎡ 

2階 

640㎡ 

展示室 収蔵庫 

玄関 

多目的室 事務室 

渡り廊下 

30㎡ 

新設部分 
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Ｂ案：中央図書館に隣接して整備 

Ｂ案(中央図書館隣接) 

資料館新設: 1,640㎡(うち展示 420㎡) 

 

 

 
全 体 

面積 (単位：㎡) 
概   要 

1,640 

用 

途 

展示室 420 常設展示室、企画展示室 

収蔵庫 300 収蔵庫（古文書・歴史）、特別収蔵庫 

事務室 30 職員 6人 

玄関等 300 玄関、1階・2階エントランス 

トイレ 50 男性、女性、多目的 

その他 540 機械室、荷解室、廊下、階段、EV 

この案の特徴 

・ 物資搬入路及び駐車場を確保するために 1階を下駄履き形式の 2階

建とする。 

・ 構造上、玄関、エントランス、廊下等の面積が広くなる。 

・ 図書館と隣接することで、相互活用を図ることができる。 

 

図書館 

通路 

駐車場 

2階 1,340㎡ 

1階 300㎡ 

玄関 

玄関 

展示室 

収蔵庫

室 

事務室 

搬入口 

搬入路 

新
設
部
分 
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Ｃ案：世界こども美術館を改修して整備(増設部分と美術館の一部改修で複合利用) 

Ｃ案(世界こども美術館改修) 

資料館増設: 520㎡(うち展示 420㎡) 

 

 

 

 

全 体 

面積 (単位：㎡) 

概   要 増設:520 

＋美術館改修：566 

用 

途 

展示室 420 増設 別に美術展示室 200㎡ 

収蔵庫 0 既存展示室を改修 430㎡ 

事務室 0 美術館と共用 職員 3人 

トイレ 0 美術館と共用 

玄関等 0 美術館と共用 

その他 100 増設 機械室、倉庫 

この案の特徴 

・美術館 1階の海側に歴史展示室を増設  

・博物館系の類似施設として一体的な施設とすることができる。 

・施設の複合化により事務室やトイレ、玄関等を共用できる。 

 

 

 

 

 

1階 520㎡ 

世界こども美術館 

スロープ 

玄関 

5階 収蔵庫（295㎡ 改修） 

2階 受付 事務室 （美術収蔵庫） 

3階 多目的ホール 収蔵庫（140㎡ 改修） 

1階 歴史展示室受付（新設） 創作室  

増設部分 

展示室 

機械室 倉庫 4階 美術展示室（200㎡） 

 

※ （仮称）浜田歴史資料館と世界こども美術館の複合化における考え方 

複合化した場合には、新たな展示室及び収蔵庫の確保が必要となる

が、美術館の構造上、展示ケースの設置が困難なため、展示室は別棟 

 を増設し、収蔵庫は美術館内の改修により確保するもの 

世
界
こ
ど
も
美
術
館
内
部 
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4 整備費及び運営費の比較                        

ア 整備費         単位：百万円             単位：百万円 

区分 
H28年度提案 

 

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案 
H28試算 R1試算 

全体面積(㎡) 1,445 1,445 1,320 1,640 520 

資料館(新設・増設)  818 916 844 1,087 315 

資料館展示関係 160 302 302 302 302 

美術館(改修) － ― － － 176 

御便殿(改修・ソフト) 150 82  82 82 82 

整備費合計 1,128 1,300 1,228 1,471 875 

 

 イ 運営費         単位：百万円             単位：百万円 

区分 
H28年度提案 

 

 

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案 
H28試算 R1試算 

運 

営 

費 

歴

史

資

料

館 

人件費 9 26 26 24 11 

職員数 

館長  0人 
職員  0人 
臨時等 4人 
文化振興課 
職員 4人 

館長  1人 
職員  2人 
臨時等 4人 
 
 

館長  1人 
職員  2人 
臨時等 4人 
 
 

館長  1人 
職員  2人 
臨時等 3人 
 
 

館長  0人 
職員  1人 
臨時等 2人 
 
 

施設管理費 34 42 38 34 13 

小計 43 68 64 58 24 

御

便

殿 

人件費 ― ― ― 3 3 

職員数 ― ― ― 臨時等 2人 臨時等 2人 

施設管理費 ― ― ― 4 4 

小計 ― ― ― 7 7 

合 計 43 68 64 65 31 

既存施
設運営
費減額
分 
 ※① 

美術館(現行
60百万円)     △10 

郷土資料館
等(現行 10
百万円) 

△10 △10 △10 △10 △10 

整備後の実質増額分 33 58 54 55 11 

※① 既存施設運営費減額分：(仮称)浜田歴史資料館の完成に伴い、削減可能な運営費 

（注） 各案にかかわらず、世界こども美術館では、別途約 150,000千円修繕費が必要(空調修理、

外壁修繕)  
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5 「浜田市中期財政計画」との関係 

平成 30 年度中期財政計画の事業費（1,128 百万円）との差 

区分 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案 

整 備 費 1,228 百万円 1,471 百万円 875 百万円 

1,128 百万円との差額 ＋100 百万円 ＋343 百万円 ▲253 百万円 

 

6 「浜田市公共施設再配置方針」との関係  

ア 既存施設の方針（平成 28 年 3 月作成方針） 

既存施設名 施設別方針 延床面積 

浜田郷土資料館 統廃合 479.48 ㎡ 

金城民俗資料館 統廃合 268.20 ㎡ 

金城歴史民俗資料館 統廃合 174.22 ㎡ 

旭歴史民俗資料館 統廃合 387.13 ㎡ 

弥栄郷土資料展示室 統廃合 173.07 ㎡ 

三隅歴史民俗資料館 統廃合 405.74 ㎡ 

合  計 1,887.84 ㎡ 

（参考）1,887.84 ㎡×7 割＝1,321.49 ㎡ 

 

 

イ 70％試算延床面積（1,321.49 ㎡）との差 

区分 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案 

面  積 1,320 ㎡ 1,640 ㎡ 520 ㎡ 

1,321.49 ㎡との差 ▲1.49 ㎡ ＋318.51 ㎡ ▲801.49 ㎡ 

 

※現在、支所空スペース等を活用した資料展示を検討中。 

  また、金城民俗資料館、金城歴史民俗資料館については存続を検討中。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-「将来に責任ある持続可能な財政運営」を目指して- 

 

 

 

計 画 期 間 平成 30年度～平成 34年度（5年間） 

見通し期間 平成 35年度～平成 39年度（5年間） 
 

 

 

 

 

           《抜 粋》 
 

 

 

 

 

 

平成 30 年 12月 
 

 

 

浜 田 市 

第 2回資料 別添 １ 



13 
 

4 財 政 計 画  

 

 

Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

74 73 72 70 69 85 82 80 78 76
 内  市民税 29 29 28 27 27 27 27 26 26 26

 内　固定資産税 39 39 39 37 37 53 50 48 46 45
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

16 18 19 19 19 19 19 20 20 20
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

122 122 119 116 117 103 102 100 97 96
 内  普通交付税 108 108 106 103 104 90 89 87 84 83
 内　特別交付税 14 14 13 13 13 13 13 13 13 13

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

6 6 6 6 6 6 6 6 6 6
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

110 83 71 76 81 70 70 71 72 69
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

15 23 9 12 10 8 8 7 6 5
 内  財政調整基金 0 1 6 5 2 2 2

 内  減債基金 1 8 1 1

 内  地域振興基金 4 6

 内  まちづくり振興基金 2 2 2 2 1 1 1 1 1

 内　ふるさと応援基金 5 3 3 2 4 5 5 5 5 5

 内  市有財産有効活用推進基金 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

 内  市民生活安定化基金 2 0 1
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

55 46 29 31 30 27 32 34 34 35
 内 合併特例債 15 10 5 3 2 3

　　　　　  合併後　過疎辺地債 内 過疎・辺地対策事業債 17 22 11 14 14 11 17 13 15 16

　　　　　  合併後　過疎辺地債 内 公共事業等債・資金手当債 5 0 1 3 3 4 3 5 8 3

　　　　　  合併後　過疎辺地債 内 臨時財政対策債(可能額) 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

33 25 21 21 22 22 20 19 17 18

 内 ふるさと寄附金 10 8 6 6 6 6 6 6 6 6

 内 繰越金 5 0 △ 0 △ 2 △ 1
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

431 395 345 351 354 340 339 336 330 324
歳入合計

 ８．その他の収入

 ４．使用料、手数料

 ５．国、県支出金

 ６．繰　入　金

 ７．地　方　債

【第１表  歳入内訳】

 ２．地方譲与税、各種交付金

 ３．地方交付税

 １．地  方  税

*

*

*

* *

Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

431 395 345 351 354 340 339 336 330 324
　　正味の歳入総額 426 388 345 345 349 340 339 336 332 326

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

431 395 345 351 354 339 339 338 331 325
　　正味の歳出総額 421 384 345 351 354 339 339 338 331 325

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

0 △ 0 △ 2 △ 1 △ 1
　　正味の歳入歳出差額 5 4 △ 0 △ 6 △ 4 0 △ 0 △ 2 0 1

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

149 137 132 124 119 118 116 114 112 111
　　財政調整基金 40 43 42 36 31 29 27 26 26 26

　　減債基金　 41 34 33 33 34 36 36 37 38 39

　　まちづくり振興基金 27 25 23 22 21 20 19 18 17 17

　　地域振興基金 6

　　ふるさと応援基金 21 21 21 22 22 20 19 17 16 14

　　その他基金 15 14 12 11 11 13 14 16 16 15

　基金年度末現在高（普通会計）

【第２表  収支･基金内訳】

項          目

　歳　　入　　総　　額

　歳　　出　　総　　額

　歳 入 歳 出 差 額

*

*
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Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

60 59 64 63 62 61 60 59 59 58
 内 議員報酬手当 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3

 内 特別職給与 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3

 内 職員給 51 50 49 48 47 47 46 45 45 44

 正規職員数 615人 605人 590人 582人 572人 559人 550人 543人 534人 529人

（　）内は再任用含む職員数 (627 人) (626 人) (630 人) (625 人) (616 人) (615 人) (596 人) (585 人) (583 人) (576 人)

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

43 42 38 39 38 38 38 39 38 37
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

71 72 74 74 75 76 77 77 78 79
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

42 42 37 34 33 32 31 31 30 29
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

104 62 28 35 39 25 30 32 32 30
 内　自治区枠 7 5

 内　共通枠 97 57 28 35 39 25 30 32 32 30

　　再掲　旧那賀郡施工分 10 13 13

　　再掲　公共施設の整備・改修 24 33 10 19 27 14 13 13 12 10

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

57 62 56 56 58 56 54 50 47 45
 内　繰上償還額 （ア） 4 7

 （ア）による繰上償還影響額　 △ 0 △ 1 △ 1 △ 1 △ 1 △ 1 △ 1 △ 1 △ 1

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

11 9 4 4 4 7 6 6 4 4
 内　財政調整基金 5 4 0 0 0 0 0 0 0 0

 内　減債基金 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1

 内　ふるさと応援基金 5 4 3 3 3 3 3 3 3 3

 内  市有財産有効活用推進基金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 内  市民生活安定化基金 0 0 0 0 0 2 2 2 0 0

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

37 40 40 40 40 39 39 38 38 37
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

431 395 345 351 354 339 339 338 331 325
歳出合計

 １．人　件　費

 ２．物　件　費

 ３．扶　助　費

 ４．補　助　費　等

 ５．投資的経費

 ６．公　債　費

 ７．積　立　金

 ８．繰　出　金

 ９．そ　の　他

【第３表  歳出内訳】

Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 Ｈ38 Ｈ39
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

203 204 203 199 199 200 196 191 187 184

0.397 0.396 0.395 0.394 0.395 0.418 0.440 0.463 0.463 0.464
％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

92.5 93.7 96.1 99.0 99.0 96.0 96.0 96.4 96.6 96.3
％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

10.6 11.2 11.6 12.4 12.7 12.8 12.3 11.6 10.9 10.1
億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

543 531 508 485 461 435 417 404 394 388

【第４表  財政指標】

区　　　　　　分

　標準財政規模

　財政力指数

　経常収支比率

　実質公債費比率

　地方債残高

*

*

*



6　主 要 事 業

区分 平成29年度以前 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成35年度以降

継続

26 百万円 99 百万円 38 百万円 25 百万円 92 百万円 36 百万円 59 百万円

継続

9 百万円 117 百万円 176 百万円 22 百万円

新規

24 百万円 21 百万円

継続

0百万円 6 百万円 17 百万円 217 百万円

継続

375 百万円 26 百万円 33 百万円 44 百万円 45 百万円

継続

128 百万円 1,569 百万円 1,855 百万円 137 百万円 923 百万円 1,898 百万円

新規

579 百万円

継続

180 百万円 21 百万円 26 百万円

継続

129 百万円 69 百万円 68 百万円 32 百万円 32 百万円 31 百万円 395 百万円

継続

103 百万円 259 百万円 261 百万円 299 百万円 173 百万円

事業年度

旭支所庁舎複合化・周辺整備事業 【旭】

3億2,400万円 （1億100万円）

元谷団地圃場整備事業 【金城】

5億2,300万円 （1億8,000万円）

子育て支援のための拠点施設整備事業 【浜田】

2億4,000万円 （7,900万円）

市有財産有効活用推進事業 【全自治区】

3億7,500万円 （2,600万円）

ＣＡＴＶ中継局舎設備増設事業

【旭・弥栄】

4,500万円 （1,400万円）

高度衛生管理型荷捌所整備事業 【浜田】

65億1,000万円 （3億4,400万円）

浜田駅周辺整備事業 【浜田】

10億9,500万円 （2億3,900万円）

戸地線改良事業 【旭】

7億5,600万円 （1億1,700万円）

谷線道路改良事業 【弥栄】

2億2,700万円 （3,300万円）

（仮称）浜田港公設市

場整備事業

【浜田】

5億7,900万円

（1億7,700万円）
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区分 平成29年度以前 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成35年度以降

継続

1 百万円 172 百万円 114 百万円

継続

31 百万円 21 百万円 16 百万円 21 百万円 21 百万円 100 百万円

継続

202 百万円 175 百万円 110 百万円

新規

3 百万円 46 百万円 63 百万円 73 百万円 63 百万円

継続

108 242 百万円

継続

25 百万円 240 百万円 98 百万円

継続

69 1,059 百万円

継続

33 百万円 100 百万円

新規

9 百万円 73 百万円

※　事業費ベースで記載しています。ただし、（ ）内は実質市負担を表します。

※　”区分”については、今年度の計画策定において新たに掲載した事業を”新規”、前年度策定の計画で掲載されていたものは”継続”としています。

※　テキストボックスの右側矢印がない事業は平成36年度以降も事業が継続しています。

事業年度

浜田駅前広場整備事業 【浜田】

2億8,700万円 （9,700万円）

井野37号線道路改良事業 【三隅】

2億1,000万円 （2,900万円）

城山公園整備事業（浜田城周辺整備事業） 【浜田】

4億8,700万円 （1億600万円）

公共残土等処理場整備事業 【三隅】

2億4,800万円 （0万円）

（仮称）杵束地区コミュニティー施設整備事業 【弥栄】

3億6,300万円 （1億1,300万円）

長沢公民館整備事業 【浜田】

3億5,000万円 （1億500万円）

（仮称）浜田歴史資料館整備事業【浜田】

11億2,800万円 （4億6,400万円）

浜田市野球場施設改修事業【浜田】

1億3,300万円 （4,100万円）

浜田城資料館整備事業【浜田】

8,200万円 （0万円）
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県内８市健全化判断比率（速報値）の状況について

実質公債費比率 将来負担比率 実質公債費比率 将来負担比率 実質公債費比率 将来負担比率 実質公債費比率 将来負担比率

松江市 14.6 % 108.8 % 5 位 4 位 773 位 717 位 1,674 位 1,595 位

浜田市 10.1 % 72.3 % 1 位 1 位 596 位 607 位 1,301 位 1,385 位

出雲市 16.6 % 165.4 % 8 位 8 位 800 位 800 位 1,719 位 1,717 位

益田市 14.8 % 132.8 % 6 位 7 位 778 位 767 位 1,682 位 1,675 位

大田市 13.6 % 94.0 % 4 位 3 位 755 位 680 位 1,631 位 1,530 位

安来市 15.9 % 130.7 % 7 位 6 位 791 位 765 位 1,708 位 1,670 位

江津市 13.4 % 119.6 % 3 位 5 位 748 位 740 位 1,620 位 1,631 位

雲南市 11.0 % 91.3 % 2 位 2 位 652 位 677 位 1,429 位 1,519 位

全国都市＝814団体 全国市区町村＝1,741団体、実質公債費比率平均6.4％、将来負担比率平均33.7％

実質公債費比率 将来負担比率 実質公債費比率 将来負担比率 実質公債費比率 将来負担比率

平成28年度 9.9 % 82.6 % 1 位 2 位 563 位 637 位 1,245 位 1,450 位

平成27年度 10.6 % 93.1 % 1 位 3 位 574 位 666 位 1,277 位 1,506 位

平成26年度 12.0 % 106.5 % 1 位 3 位 612 位 678 位 1,346 位 1,526 位

平成25年度 13.4 % 115.8 % 1 位 4 位 645 位 699 位 1,401 位 1,566 位

実質公債費比率 将来負担比率

平成29年度 66 位 65 位
平成28年度 55 位 60 位
平成27年度 55 位 63 位
平成26年度 158 位 167 位
平成25年度 162 位 170 位
※浜田市の類似団体区分は「Ⅱ－３」（85団体）

　（平均　実質公債費比率6.5%、将来負担比率40.4%）

※平成26年度までは「Ⅱ－１」（198団体）

団体名
平成29年度 県内順位 全国都市順位 全国市区町村順位

県内順位 全国都市順位 全国市区町村順位

浜田市
類似団体順位

※類似団体順位は「平成28年度類似団体別財政指
　数表」（総務省資料）により設定された類型を基に
　算定。

浜田市 実質公債費比率 将来負担比率

13.4
12 10.6 9.9 10.1

106.5
93.1 82.6 82.6

72.3

50

100

150

200

250

300

350

400

5

10

15

20

25

30

35

H25 H26 H27 H28 H29 H26 H27 H28 H28 H29

実質公債費比率（3か年平

均）
実質公債費比率（単年度）

将来負担比率

実質公債費比率 将来負担比率

財政再生基準 35.0
早期健全化基準350.0

早期健全化基準 25.0

%
%

用語

　実質的な公債費（地方債の元利償還金）が財政に及ぼす
負担を表す指標です。
　毎年度経常的に収入される財源のうち、公債費や公営企
業債に対する繰出金などの公債費に準ずるものを含めた実
質的な公債費相当額に充当されたものの占める割合です。
　地方債協議制度の下では、１８％以上の団体は、地方債の
発行に際し許可が必要となります。

　地方公共団体の一般会計等（普通会計）の借入金や将来
支払う可能性がある負担等の現時点での残高の程度を指標
化し、将来、財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示す比
率です。
　３５０％以上の団体は、早期健全化団体として指定されま
す。

説明

【用語解説】

実質公債費比率 将来負担比率



  

公共施設再配置の取組について 

 

1 公共施設の状況と削減目標 

 浜田市の公共施設（ハコモノ施設）は、平成 25 年 9 月末時点で 575 施設を保有

し、市民一人あたりの延床面積は 6.86 ㎡（全国平均の約 2 倍）となり、全国的に

みても過大な状況です。 

また、平成 26 年度に推計した「長期財政見通しシミュレーション」では、これ

ら施設を同規模で建替えた場合は、40 年間で約 7 割の施設しか更新できない見込

みとなりました。 

 このことから、平成 27 年 3 月に公共施設再配置方針や同実施計画を定め、「統

廃合」、「複合化」、「譲渡」、「廃止」等の施設別方針に基づき、40 年間（平成 28 年

度～令和 37 年度）で 3 割削減を目標としています。 

 

表 公共施設の状況〔平成 25 年 9 月末時点〕 

項 目 内 容 備 考 

対象施設 ハコモノ施設数 575 施設 特別会計施設含む 

建物状況 
総延床面積 約 40 万㎡  

市民 1 人あたり延床面積 6.86 ㎡ 全国平均値の約 2倍 

老朽化状況 築 30 年以上の施設 約４割 10 年後には約 6 割 

 

表 公共施設の将来更新投資額の試算 

項 目 金額等 備 考 

更新投資額(累計) 1,086 億円 40 年間（H26～R35 年） 

更新投資額(年平均) 27.1 億円 1,086 億円/40 年 

更新投資可能額(年間) 19.0 億円  

更新可能施設 約７割 19.0 億円/27.1 億円 

※長期財政見通しシミュレーションより（特別会計施設を除く） 

 

 

 

 

（裏面あり）  

 

第 2 回資料 別添 ２ 



 

 

2  公共施設再配置の進捗状況（延床面積ベースでの参考値） 

公共施設再配置の進捗管理においては、分かりやすい指標として延床面積の 3割

削減を目安にしています。 

施設別方針に基づき、施設の削減を進めた場合は、将来的に延床面積の 37.1％

を削減できる見込みです。ただし、新規施設整備にあたっては、その新規施設と同

等面積の既存施設を削減し、3 割削減を確保する必要があります。 

 

  表 施設数・延床面積等の状況（一般会計） 

 
H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 比 較 

(4 月 1 日) (4 月 1 日) (10 月 1 日) (10 月 1 日) (H30－H27) 

施設数（施設） 503 494 478 463 ▲40 

 前年度比 － ▲9 ▲16 ▲15  

延床面積（㎡） [A]372,746 377,351 380,319 378,090 ＋5,344 

 前年度比 － ＋4,605 ＋2,968 ▲2,229  

将来の延床面積（㎡）[B] 234,509 235,523 235,884 234,384 ▲125 

 削減予定面積  [B-A] ▲138,237 ▲137,223 ▲136,862 ▲138,362  

 削減率  [(B-A)/A] ▲37.1% ▲36.8% ▲36.7% ▲37.1% ▲0.0 

 



                                   

    

 

 

東京 2020オリンピック聖火リレーについて 

 

東京 2020オリンピック聖火リレー公式サイト 

島根県ルート概要紹介ページ記載 

※ルート概要、実施市区町村とその順番、セレブレーション会場など上記の記載内容（特

に実施市区町村の順番）については、今後変更となる可能性があります。 

都道府県名 島根県 

オリンピック聖火

リレー実施日程 

令和 2年 5月 16日（土曜日）～5月 17日（日曜日） 

ルート概要紹介文 

（200文字程度） 

島根県の聖火リレーは、県南西部の津和野町から出発し、県中央

部に向けて進み、邑南町で 1日目のセレブレーションを実施します。

2日目は、大田市を出発したあと県北東部を通り、松江市でセレブレ

ーションを実施します。 

みどころは、荘厳な出雲大社や、夕景の美しさで有名な宍道湖な

どです。また、隠岐ユネスコ世界ジオパークの地形を代表する地域

である知夫村のアカハゲ山や隠岐の島町の西郷岬灯台にも聖火が訪

れます。 

写真（2枚） 

  

写真クレジット ⒸＪＮＴＯ ⒸＪＮＴＯ 

写真キャプション 津和野町・津和野殿町通り 松江市・松江城 

1日目（5月 16日（土曜日）） 

実施市区町村 津和野町⇒知夫村⇒益田市⇒浜田市⇒江津市⇒川本町⇒邑南町 

セレブレーション会場 邑南町 邑南町役場駐車場 

2日目（5月 17日（日曜日）） 

実施市区町村 大田市⇒出雲市⇒雲南市⇒奥出雲町⇒隠岐の島町⇒安来市⇒松江市 

セレブレーション会場 松江市 国宝松江城 

令 和 元 年 6 月 3 日 

議会全員協議会資料 

教育委員会生涯学習課 






